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⼤気中に存在する揮発性有機化合物（VOC）の分⼦を

吸着すると同時に物質の⾊調や発光⾊が変化する現象
（Vapochromism, Vapoluminescence)

様々な揮発性有機化合物（VOC）の気体を
吸着して⾊調変化する新機能材料

を研究しています
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①VOCの削減と検出に関する課題
経済産業省が中⼼となりVOCの排出
削減の取り組みが⾏われているが、
排出している現場でのVOCの検出
技術はほとんど進んでいない。

②VOCのその場観測技術動向
VOC成分⾃動測定装置を⽤いて、
⽇本中の⼤気中のVOCを計測して
いるが、特定場所でのその場計測
等はほとんど⾏われていない。
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本技術の特徴
VOC蒸気を吸着し、⾊調が変化する物質を化学センサとして利⽤

⼤気中のVOC濃度を数値として求めるのではなく、⾊の変化でVOCの存在を確認

VOCガス検出に特化した化学センサの開発

多種類のVOCを⼀度に検出できるタイプと

1-2種類のVOC検出に特化したタイプの

VOCセンサとなる物質の探索

⾃然光と紫外光を利⽤したデュアル⾊調変化による⾼感度検出

室温燐光発光性⾦属錯体を⽤いた⾃然光と紫外光を利⽤したデュアル⾊調変化による

⼤気中のVOC分⼦検出感度の向上
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従来技術との⽐較

VOC成分
自動測定装置

ハンディー型
VOC検出装置

本タイプのVOC
化学センサ

方法 〇 △ ○
更なる研究余地あり

検出感度 ○ △ △
まだ不明な部分がある

利用法 ○ ○ △
安定性、安全性等不明

コスト × △ ◎
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VOC蒸気の吸着速度向上や低濃度での吸着能を

有するVapochromic錯体の探索

VOC蒸気の⼤気中における濃度や吸着速度に対
して優れたVapochromic⽩⾦錯体を数多くの合
成した新規化合物から探索する

複数のVOCや特定のVOC検出に特化した
Vaochromic錯体の探索

1種類の化合物で多種類のVOCを⼀度に検出で
きるタイプと1種類のVOC検出に特化したタイ
プのVapochromic化合物を数多くの合成した新
規化合物から探索する
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VOCの種類によって異なる⾊調に変化するVapochromic化合物の探索

下記の化合物のように１種類のVapochromic 化合物で、

アルコールと芳⾹環化合物では異なる⾊調変化を⽰すような

マルチ検出型化学センサの候補となる物質も発⾒
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Vapochromic化合物を固定化する⽅法の確⽴

下記の写真は、我々が合成した様々なVapochromic化合物を溶媒に溶かし、濾紙に浸み込ませたのち

減圧乾燥させて固定化した試料を⽤いたVapochromism 及びVapoluminescence実験の結果

PH試験紙のようにVOC分⼦の存在を検出できる化学センサを⽬指している

ゆっくり発光⾊調が変わるのは⼤気中のVOC濃度に対応トルエン蒸気を選択的に検出できる



・連携を希望する業種等
本技術は、⾮常に⼤きな⼯場等の作業環境だけでなく、研究開発室
や実験室内での様々な有機溶媒の揮発状態等をモニターすることで
作業者の健康被害を無くすことができる技術へと発展できます。
本技術が役⽴つと思われる⽅は、ご連絡ください。

・本技術以外の研究テーマ
ここに挙げたVapochromic化合物の中には、発光量⼦収率５０％
以上の室温燐光発光材料として有⽤な化合物もあります。
有機ELや透過型太陽電池など材料にも利⽤可能です。

求める連携先・メッセージ 塩塚 理仁 研究シーズ
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※提供の際は諸⼿続が必要となるため、下記問合せ先までご連絡願います。

研究フェーズ

⽂献・特許の情報
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【お問合せ】
名古屋工業大学 産学官金連携機構
〒466-8555 名古屋市昭和区御器所町字木市29番

TEL:052-735-5627
E-mail: nitfair@adm.nitech.ac.jp

URL: https://technofair.web.nitech.ac.jp/


	



